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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
 転移性脊椎腫瘍症例ではしばしば痛みや麻痺のため歩行困難となり、これが QOL低下に直結する。
QOL維持のために除圧固定術が選択されることがあるが、固定術自体が椎骨内腫瘍の増殖あるいはそ
の後の麻痺の発生までの経過期間に影響を与えるかについてはこれまで報告されていない。本研究の
目的は、固定術が椎骨内腫瘍の増殖、進展に与える影響を検討することである。 
【対象・方法】 
日本白色家兎を動物モデルとして使用した。固定材料としてヒト顎骨骨折用のロッキングプレート
を使用したが、その生体力学特性特に固定力について検討を加えた。第 2腰椎から第 4腰椎をこのプ
レートにて固定し、術後 0,4,8週目に固定部位可動角度と屈曲曲げ強度を検査し、プレート固定を施
行していないコントロール群と比較検討した(各群 N=6)。次いで日本白色家兎の第 3腰椎椎体に過去
の報告に準じて VX2腫瘍細胞を接種、第 2-4腰椎固定群と Sham群(スクリューのみ刺入群)で麻痺ま
での日数、CTでの骨溶解程度、麻痺時の脊髄腔造影所見、組織所見からの MIB-1 indexを検討した
(N=16,15)。 
【結果】 
ロッキングプレートによる固定群では、術後いずれの時点においてもコントロール群に比較して、
可動角度で 1/8への減少、曲げ強度で 15倍の増強が認められた。腫瘍接種モデルでは、固定群と Sham
群の間に麻痺発生までの日数(26.7日 vs 28日)・骨融解速度・脊髄腔造影における脊髄圧排程度・
MIB-1 index(38.1% vs 38.0%)のいずれにおいても有意な差は認められなかった。なお病的骨折によ
り麻痺をきたした例は認めなかった。 
【結論】 
悪性度の高いと考えられる VX２腫瘍細胞接種例では、強固な脊椎固定による腫瘍増殖およびその
後の脊髄麻痺までの経過期間への影響はみられなかった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
転移性脊椎腫瘍症例では痛みや麻痺のため歩行困難となり、これが QOL低下に直結することが多い。
その予防のため除圧固定術が選択されるが、腫瘍自体の全摘出術は困難であるため、術後は一部腫瘍
細胞が残存した状態で固定されたことになる。しかし、これまで固定術自体が椎骨部腫瘍に与える影
響については明らかにされていない。本研究の目的は、固定術自体が腫瘍の増殖、進展に与える影響
を検討することである。 
動物モデルとして日本白色家兎を使用した。また、固定材料としてはヒト顎骨骨折用のロッキング
プレートを用いた。第 2腰椎から第 4腰椎をこのプレートにて固定し、術後 0,4,8週目に固定部位可
動角度と屈曲曲げ強度を検査し、プレート固定を施行していないコントロール群と比較検討した(各
群 n=6)。次いで日本白色家兎の第 3 腰椎椎体に過去の報告に準じて VX2 腫瘍細胞を接種、第 2-4 腰
椎固定群(n=6)と Sham 群(スクリューのみ刺入群,n=6)で麻痺までの日数、CT での骨溶解程度、麻痺
時の脊髄腔造影所見、組織所見からの MIB-1 indexを検討した。 
ロッキングプレートによる固定群では、術後いずれの時点においてもコントロール群に比較して、
可動角度で 1/8への減少、曲げ強度で 15倍の増強が認められた。腫瘍接種モデルでは、固定群と Sham
群の間に麻痺発生までの日数(26.7 日 vs 28 日)、骨融解速度、脊髄腔造影における脊髄圧排程度、
MIB-1 index(38.1% vs 38.0%)のいずれにおいても有意な差は認められなかった。なお病的骨折によ
り麻痺をきたした例は認められなかった。  
悪性度の高いと考えられる VX２腫瘍細胞接種例において、強固な脊椎固定は腫瘍増殖速度とそれ
による脊髄麻痺までの経過期間に対して影響を与えていなかった。 
以上の研究は、転移性脊椎腫瘍でしばしば行われる姑息的除圧固定術において、局所の固定が残存
腫瘍に与える影響を明らかにした重要な基礎的研究である。よって本研究は博士（医学）の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
